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付録䠄䜂䛺形䠅 

㸯．わࡀ家の防災スタ࣮ࣈࢺック 

 

㻝 䜿䞊䝍䜲電ヰ

㻞 䝇䝬䞊䝖䝣䜷ン

㻟 P㻯

㻠 乾電池式充電器 予備電池

㻡 手帳

㻢 筆記用具

㻣 家族情報䝅䞊䝖 写真䜒必要

大人㻞人ศ 䝏䜵䝑䜽

㻝 非常用持䛱出し袋 㻝個

㻞 缶入䜚乾䝟ン㻔飴䛺䛹㻕 㻞個

㻟 䝨䝑䝖䝪䝖䝹飲料水䠄㻡㻜㻜㼙㼘䠅 㻢本 持䛱運䜃䜔すい䜘うに一人㻟本䛸し䛯䚹

㻠 懐中電灯 㻞個 L㻱㻰䛜望ましい䚹㻝㻜㻜䝅ョ䝑䝥䛷入手ྍ能䚹

㻡 䝻䞊䝋䜽等 㻞本 L㻱㻰䛜望ましい䚹㻝㻜㻜䝅ョ䝑䝥䛷入手ྍ能䚹

㻢 䝏䝱䝑䜹䝬ン䠄䝷䜲䝍䞊䠅 㻞個 㻝㻜㻜䝅ョ䝑䝥䛷入手ྍ能䚹

㻣 携ᖏ䝷䝆䜸 㻝ྎ 被災時䛾情報収集用䚹予備電池必要䚹

㻤 万能䛿䛥䜏 㻝䝉䝑䝖

㻥 軍手䚸手袋 㻞対

㻝㻜 䝻䞊䝥䠓ｍ以ୖ 䠍本 救助用䚹人䛾体重䛜支え䜙䜜る強度䛾䜒䛾

㻝㻝 救急袋 㻝枚

㻝㻞 毛抜䛝 䠍本 䝢ン䝉䝑䝖䚸䛸䛢抜䛝䛾代用に䛺る䚹

㻝㻟 消毒薬 㻝本

㻝㻠 脱脂綿 適宜

㻝㻡 䜺䞊䝊䠄滅菌䠅 㻞枚

㻝㻢 ば䜣そう䛣う 㻝㻜枚～

㻝㻣 包ᖏ 㻞巻

㻝㻤 ୕角巾 㻞枚 大ุ䛾手䛼䛠い䚸䝝ン䜹䝏䛷䜒ྍ

㻝㻥 䝬䝇䜽 㻠枚以ୖ 防寒用䛸し䛶䜒重要

㻞㻜 常備薬䚸持病薬䛺䛹 適宜 処方箋䛾コ䝢䞊䜒い䜜る

㻞㻝 䝺䝆䝱䞊䝅䞊䝖䚷㻞畳 㻝枚 避㞴先䛾䝇䝨䞊䝇確保に䚹㻝人㻝畳

㻞㻞 サ䝞䜲䝞䝹䝤䝷ン䜿䝑䝖 㻞枚 非常時䛾軽量防寒䝤䝷ン䜿䝑䝖

㻞㻟 簡易䝖䜲䝺 㻞枚～

㻞㻠 䝍䜸䝹 㻠枚～

㻞㻡 䝫䝸袋 㻝㻜枚～

㻞㻢 䝖䜲䝺䝑䝖䝨䞊䝟䞊 㻞䝻䞊䝹

㻞㻣 䜴䜵䝑䝖䝔䜱䝑䝅䝳 㻞個～ 水䛜䛺い䛸䛝に役立䛴䚹

㻞㻤 歯䝤䝷䝅䠄洗ཱྀ液䠅 㻞個～ 水䛜䛺い䛸䛝䛿空磨䛝䛷䜘い䚹洗ཱྀ液䛷ཱྀを清潔を保䛴

㻞㻥 現金䠄㻝㻜玉䠅 約㻡㻜枚 公衆電ヰ用䚹㻝㻜㻜玉䛷䜒䜘い䚹

㻟㻜 䜺䝮䝔䞊䝥䠄ᕸ製䠅 㻝個 伝言䝯䝰を貼る䛺䛹䚹

㻟㻝 油性䝬䝆䝑䜽䠄大䠅 㻝本 伝言を䛛䛟䚸情報を伝える䚹

㻟㻞 䝯䝰帳䛸䝨ン䝉䝑䝖 㻝䝉䝑䝖

㻟㻟 使い捨䛶䜹䜲䝻 㻠個～ 冬季䛰䛡䛷䛺䛟夜䜒使える䚹

わ䛜家䛾防災䝇䝍䞊䝖䝤䝑䜽䠄䠍䠅持䛱出し品

情報系䜾䝑䝈

䝛䝑䝖接⥆㻛ワン䝉䜾㻛ＦＭ 自治体災害情報にⓏ録

䝒䜲䝑䝍䞊䚸䝣䜵䜲䝇䝤䝑䜽䜒᭷効

䠍次持䛱出し品䚷基本品目㻟㻟点 ᭱初䛾㻝日用

ྲྀ䜚出し䜔すい場所に置䛟䚹両手䛜あ䛟䛾䛷䝸䝳䝑䜽䛜望ましい䚹非常

氷砂糖入䜚䚹缶入䜚䛾柔䜙䛛い䝟ン䚸䜹䝻䝸䞊䝯䜲䝖䚸䝧䝡䞊䝷䞊䝯ン䚸

䝏ョコ䚸飴䛷䜒䜘い䚹

䛿䛥䜏䚸䝘䜲䝣䚸缶ษ䜚䚸栓抜䛝䛺䛹䛾機能䛜ある䜒䛾䚹あま䜚Ᏻ

い䛸使いに䛟い䚹

軍手䛿熱に䜒強い綿㻝㻜㻜％䛷滑䜚Ṇ䜑䛾䛴い䛯䜒䛾䚹皮手袋䛿䜺䝷䝇

䛾破∦䛾∦䛵䛡䛺䛹に役立䛴䚹

㻝㻞～㻞㻜をま䛸䜑䛶袋に入䜜る䚹袋に䛿入䜜䛯䜒䛾を表示する䚹

非常時に䛚䛡る䝖䜲䝺問㢟䛿深刻䚹猫砂䛸䝫䝸袋䛷䜒䜘い

汚䜜䛾ふ䛝䛸䜚䚸䜿䜺䛾手当䛶䚸下着䛾代用䛺䛹用途䛿広い䚹汎用性

䛜高い䛾䛷多䜑に用意する䚹

䝰䝜入䜜䚸雨具䛾代用䚸防寒䚸䝖䜲䝺用䛺䛹用途䛿広い䚹多䜑に用意

する䚹

䝖䜲䝺䚸䝔䜱䝑䝅䝳䛾代用䚸汚䜜䛾ふ䛝ྲྀ䜚䛺䛹䚹
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数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 現金

㻞 車䜔家䛾予備鍵

㻟 予備䝯䜺䝛䚸コン䝍䜽䝖䝺ン䝈

㻠 預金通帳

㻡 健康保険証

㻢 運転免許証

㻣 䝟䝇䝫䞊䝖

㻤 ༳鑑

㻥 証書類

数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 生理用品

㻞 䝩䜲䝑䝇䝹付䛝䝷䜲䝖

㻟 鏡

㻠 䝤䝷䝅

㻡 化粧品

㻢 䛚䜚䜒䛾䝅䞊䝖

数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 高齢者手帳

㻞 䛚䜐䛴

㻟 着᭰え

㻠 看護用品

数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 粉䝭䝹䜽

㻞 哺乳瓶

㻟 㞳乳食

㻠 䝇䝥䞊ン

㻡 洗浄綿

㻢 䝞䝇䝍䜸䝹

㻣 䜺䞊䝊

㻤 紙䛚䜐䛴

㻥 母子手帳

㻝㻜 玩具

㻝㻝 着᭰え

㻝㻞 䝧䝡䞊䜹䞊

䠍次持䛱出し品䚷個ู品目

必需品䞉貴重品

コ䝢䞊䜔番号䛾控え䛷䜒ྍ䚹

コ䝢䞊䜔番号䛾控え䛷䜒ྍ䚸身ศ証明書に䛺る䚹

コ䝢䞊䜔番号䛾控え䛷䜒ྍ䚸身ศ証明書に䛺る䚹

コ䝢䞊䜔番号䛾控え䛷䜒ྍ䚸身ศ証明書に䛺る䚹

女性用品

傷䛾手当䛶等䜺䞊䝊䛾代用に䛺る䚹

L㻱㻰䛜望ましい䚹防犯用に䜒䛺る䚹

下着䛾代用に䛺る䚹

高齢者用品

赤䛱䜓䜣用品

荷物運搬用に䜒䛺る䚹
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数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 飲料水

㻞 非常用給水袋 䝫䝸袋を重䛽䛶代用䜒ྍ䚹

数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 䜰䝹䝣䜯米

㻞 乾䝟ン

㻟 䝟ン缶

㻠 䜲ン䝇䝍ン䝖䝷䞊䝯ン

㻡 䝺䝖䝹䝖食品

㻢 缶ワ類

㻣 ษ䜚䜒䛱

㻤 䝇䞊䝥

㻥 味噌Ồ

㻝㻜 䝡䝇䜿䝑䝖

㻝㻝 䜻䝱ン䝕䜱

㻝㻞 䝏ョコ䝺䞊䝖

㻝㻟 塩

数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 ୖ着

㻞 下着

㻟 靴下

数量 䝏䜵䝑䜽

㻝 䝍䜸䝹

㻞 䝞䝇䝍䜸䝹

㻟 毛ᕸ

㻠 寝袋

㻡 雨具

㻢 予備電池

㻣 ༟ୖコン䝻

㻤 䜺䝇䝪ン䝧

㻥 固形燃料

㻝㻜 鍋

㻝㻝 䝷䝑䝥

㻝㻞 䜰䝹䝭䝩䜲䝹

㻝㻟 䜔䛛䜣

㻝㻠 皿

㻝㻡 コ䝑䝥

㻝㻢 割䜚箸

㻝㻣 䝇䝥䞊ン

㻝㻤 䝣䜷䞊䜽

㻝㻥 歯䝤䝷䝅

㻞㻜 石鹸

㻞㻝 䝗䝷䜲䝅䝱ン䝥䞊

㻞㻞 新聞紙

㻞㻟 Ᏻ全䝢ン

参考䚷阪神䞉淡路大震災記念䚷人䛸防災未来䝉ン䝍䞊䛂非常持䛱出し品䝏䜵䝑䜽䝸䝇䝖䛃

生 活 用 品

㻞次持䛱出し品

Ᏻ全を確保し落䛱着い䛶䛛䜙䚸自宅に戻䛳䛶避㞴所䜔自宅外䛷

必要䛸䛺る䜒䛾䚹㻟日ศ以ୖを用意する䚹

飲     料

食䚷䚷䚷料

衣䚷䚷䚷䚷類
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㻝 全員䛾写真 各自䛾写真

㻞 ఫ所 地図 ᖐ宅支援䝬䝑䝥

㻟 名前 䝙䝑䜽䝛䞊䝮

㻠 性ู

㻡 年齢

㻢 誕生日

㻣 血液型 Rｈ＋-

㻤 所属 職場情報 学校情報 施設情報

㻥 身長

㻝㻜 体重

㻝㻝 㞀䛜い名 薬名 主治་情報 補装具名 担当者名

㻝㻞 病気名 薬名 主治་情報

㻝㻟 特ู䛺配慮項 䜰䝺䝹䜼䞊 副作用 ྤ䛝䜔すい䛺䛹

㻝㻠 病歴

㻝㻡 補装具 福祉器具

連絡先

㻝 家電番号 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇

㻞 職場電ヰ番号 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇

㻟 携ᖏ電ヰ番号 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇

㻠 親族名 ఫ所 電ヰ 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇 職場情報

㻡 友人名 ఫ所 電ヰ 䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇 職場情報

㻢 保険証コ䝢䞊

㻣 ་療証コ䝢䞊

㻤 母子手帳コ䝢䞊

㻥 避㞴場所 家䛾近䛟 職場䛾近䛟

㻝㻜 連絡方法 㻝㻣㻝 䜿䞊䝍䜲䠍䠓䠍 遠い親族 遠い友人

㻝㻝 ᕷ༊町村役所

㻝㻞 警察署

㻝㻟 消防署

わ䛜家䛾防災䝇䝍䞊䝖䝤䝑䜽䠄䠎䠅重要情報

家族䛾必要情報
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☆ 建物䛾耐震化䛸命をᏲるᕤ夫

ྂい木造䛾建物䛿一階䛜潰䜜る༴険性䛜高い䛾䛷䚸䛷䛝る䛰䛡䠎階䛷過䛤す

緊急地震㏿報䜔初期微動䛜あ䛳䛯䜙䚸念䛾䛯䜑に外に避㞴する

㻝 室ෆ䛾Ᏻ全化

家具䛾倒䜜る方ྥに䛿寝䛺い䜘うにする

㻞

䝬ン䝅ョン等䛾䜻䝑䝏ン䛿逃䛢場䛜少䛺い䛾䛷䚸転倒防Ṇをし䛳䛛䜚䛚䛣䛺う

㻟

家具等䛾ୖに重い䜒䛾䚸༴険䛺䜒䛾を置䛛䛺い

㢠䜔時計䛿要注意䚹掛䛡䛯い場合䛿壁にし䛳䛛䜚固定する䚹

㻠

䚷窓䜺䝷䝇䚸食器棚䛾䜺䝷䝇等に䛿飛散防Ṇ䝣䜱䝹䝮を貼る

䛷䛝る䛰䛡䜹䞊䝔ンを䜂い䛶䛚䛟

㻡

耐震䠄粘着䝬䝑䝖䠅を下に敷䛟

㻢 食器棚

食器䛾下に滑䜚Ṇ䜑䝅䞊䝖を敷䛟

開䛝戸䛾場合䛿䝣䝑䜽䜔扉開䛝防Ṇ䝇䝖䝑䝟䞊を䛴䛡る

㻣

壁に転倒防Ṇ䝧䝹䝖を䛴䛡る䛛耐震䝬䝑䝖を活用する

㻤

䛴䜚下䛢式䛾照明器具䛿༴険性䛜高い䚹使い䛯い場合䛿䝏䜵䞊ン䛷補強する

洗濯機䚸冷蔵庫

照明器具䚷

わ䛜家䛾防災䝇䝍䞊䝖䝤䝑䜽䠄䠏䠅䚷減䚷災䚷編

ྂい木造建物䛿揺䜜䛜大䛝䛟䛺るྍ能性䛜高い䛾䛷䚸పい家具にする䛛作䜚䛴

䛡䛜䛾䛮ましい䚹

᭱ప䛷䜒家具䛾下に重い䜒䛾を䛚䛝䚸手前に木∦䛺䛹を䛿䛥䜏䚸壁に立䛶䛛䛡

る䚹壁䛛䜙㞳す䛾䜒᭷効

落下防Ṇ

䜺䝷䝇䛾飛散防Ṇ

䝔䝺䝡䚸䝟䝋コン等䛾飛䜃出し防Ṇ

䠍䠕䠔䠍年䠒月に耐震基準䛜強化䚹そ䜜以前䛾建物䛿耐震診断䞉補強ᕤ䛜望ましい

寝室䜔子供部屋に䛿䛷䛝る䛰䛡家具を䛚䛛䛺い䛛䚸పい家具䛰䛡にし䛶Ᏻ全度を高䜑る

家具転倒防Ṇ䚷

突䛳張䜚棒䚸L字金具等䛿ṇしい䛴䛡方をする䚹天井䛸䛾隙間を段䝪䞊䝹等䛷埋

䜑る䛾䜒᭷効

高層䛾建物ほ䛹揺䜜䛜大䛝䛟䛺るྍ能性䛜高い䛾䛷䚸పい家具にする䛛作䜚䛴

䛡䛜䛾䛮ましい䚹
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㻝

絶対䛾ṇ解䛿䛺䛟䚸そ䛾場䛷ṇしいุ断䛜䛷䛝る䜘うに訓練する䛣䛸䛜重要

䞉室ෆ䛷䛿

䞉䜶䝺䝧䞊䝍䛷䛿

䞉䝇䞊䝟䞊䚸コン䝡䝙䛺䛹

䞉道路ୖ

䞉電車ෆ

䞉海岸

䞉運転中

注意 䠖 以ୖ䛿一般的䛺䝹䞊䝹䛷ある䛜䚸緊急時に䛿䛣䜜に䛸䜙わ䜜䛪᭱適䛺ุ断を自䜙行う䚹

㻞

必䛪大䛝䛺余震䛜ある䛾䛷䚸䛷䛝る䛰䛡Ᏻ全䛺場所に移動する

䜒䛳䛸火災䛜強䛟䛺䛳䛯䜙䚸恐い䛾䛿火䜘䜚䜒煙䚹煙を吸わ䛺い䜘うに駆䛡抜䛡る䛛䚸పい体制䛷避㞴する

外出する䛸䛝䛿䚸電気䛾䝤䝺䞊䜹䞊を落䛸し䚸䜺䝇䛾元栓をṆ䜑る

䝗䜰䜔窓をあ䛡䛶脱出ཱྀを確保する

㻟 家族䛾Ᏻ全を確認し䚸隣近所䛾初期消火䚸救助活動

災害用伝言䝎䜲䝲䝹䚸災害用伝言∧䚸遠䛟䛾親族䛺䛹を活用し䛶家族䛾Ᏻ否確認をする

隣近所䛷協力し䛶消火活動䚸救助活動を行う

㻠 䝔䝺䝡䚸䝷䝆䜸䚸䜿䞊䝍䜲䚸公的機関䛺䛹䛛䜙信頼䛷䛝る情報を収集する

䝕䝬䛜必䛪発生する䚹真偽を確認し䛶行動する

㻡 支援をする䚸必要䛺支援をồ䜑る

自ศ䜘䜚厳しい状況にある被災者を支援する䠄支援力䠅

困䛳䛶いる状況䚸必要䛺物を信頼䛷䛝る人䚸公的機関に伝える䠄ཷ援力䠅

わ䛜家䛾防災䝇䝍䞊䝖䝤䝑䜽䠄䠐䠅䚷そ䛾時編

地震発生䟿䛹うする䟿？

机䛾下䚸Ᏻ全䛺場所䚸身を䛛䛜䜑る䛺䛹←日䛤䜝䛛䜙家䛾中䛷Ᏻ全䛺場所を確

保し䚸確認する

す䜉䛶䛾階䛾停Ṇ䝪䝍ンを押す←普段䛛䜙笛䜔L㻱㻰䝷䜲䝖䚸䝫䝸袋を䜒䛳䛶䛚䛟

落下物䛛䜙身をᏲる䛯䜑䜹䝞ン䛺䛹䛷頭を保護する䚹商品棚䛛䜙㞳䜜壁㝿に身

を䜘䛫る

火䛜出䛯䜙落䛱着い䛶消火する䚹小䛥い火䛿毛ᕸを䛛䛡る䛺䛹䛷消す䚹ある程度大䛝䛟䛺䛳䛯䜙消火器

を使う䚹

落下物䛛䜙身をᏲる䛯䜑䜹䝞ン䛺䛹䛷頭を保護する䚹空䛝地䛺䛹Ᏻ全そう䛺場所

に移動する

䛴䜚皮䜔手す䜚に両手䛷し䛳䛛䜚䛴䛛まる䚹乗務員䛾指示にし䛯䛜䛳䛶冷静に行

動する

直䛱に高ྎに避㞴する䚹警報䞉注意報䛜解除䛥䜜るま䛷海岸に近付䛛䛺い

䝝ン䝗䝹をし䛳䛛䜚握䜚徐々に䝇䝢䞊䝗を落䛸す䚹道路䛾ᕥ側に車をṆ䜑䜶ン䝆ン

をษる䚹鍵䛿䛛䛡䛯まま䛷䝗䜰䝻䝑䜽を䛫䛪徒歩䛷避㞴する

揺䜜䛜䛚䛥ま䛳䛯䜙䚸出火防Ṇ䚸出ཱྀ確保䚸次災害防Ṇ



付 録㸦࡞ࡦ形㸧 

337 

㸰．わࡀ家のᏳ全࢙ࢳックࣜスࢺ 

 

  

㡯  目 

 ࡿあ࡚ࡋ 

  あࡿ 

 い࡞い࡚ࡋ

 い࡞  

㸯．家具や家電製品࡞の転倒防Ṇを࡚ࡋいまࡍか㸽   

㸰．窓࢞ラスや食器࡞の飛散防Ṇを࡚ࡋいまࡍか㸽   

㸱．消火器ࡣ身近࡞こࢁあࡾまࡍか㸽   

㸲．っさ机のୗ࡞Ᏻ全࡞こࢁ入ࢀまࡍか㸽   

㸳．懐中電灯電池ࡣ入っ࡚いまࡍか㸽 

予備電池ࡣあࡾまࡍか㸽 

  

㸴．停電時࡛ࡶ情報入手࡛ࡿࡁ携帯ラࡀ࡞࢜ࢪあࡾま

 か㸽ࡍ

  

㸵．家族の連絡方法や集合場所を決࡚ࡵいまࡍか㸽   

㸶．災害用伝言ࣝࣖࢲの使い方を知っ࡚いまࡍか㸽   

㸷．飲料水の備蓄ࡣ十ศあࡾまࡍか㸽   

㸯㸮．食料の備蓄ࡣ十ศあࡾまࡍか㸽   

㸯㸯．簡易ࣞࢺやࣞࢺッ࣮࣌ࢺパ࣮ࡣあࡾまࡍか㸽   

㸯㸰．災害用ウ࢙ッࢺタࡣࣝ࢜あࡾまࡍか㸽   

㸯㸱．༟ୖࢥンࣟ࢞ス࣎ンࡣ࣋あࡾまࡍか㸽   
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㸱．災害対策本部用指示書の内容メ࣮ࢪ 

  

  

≤ 

震度≘弱以上↝地震発生

時に⅚家族・自宅↝安全

確保後⅚防災会員全員ⅻ

管理事務室前に集合⅛ 

最初に来た人ⅻ本部防災

箱を開く 

≤≔ 

次の手㡰࡛本部をࠊを中心࣮ࢲ࣮ࣜ

開設ࡿࡍ㸦࣮ࣜࡀ࣮ࢲ不在の場合ࠊ最

初防災箱を開けた人ࡀ臨時࣮࣮ࣜࢲ

 㸧ࡿ࡞

 

ձ本部配置図をࡶ机椅子を並

  ࡿ

 

ղ机のୖ防災箱↝収納品を並ࠊ内

容を確認ࡿࡍ 

 

ճ本部ࡀ機能ࡿࡍようࠊ本部配置図

をࡶ必要機材⅚掲示物等を配置ࡍ

 ࡿ

 

մ情報機器等の作動を確認ࡿࡍ 

Ў 

本部開設完了 

≤≕-1 

本部の開設ࡀ終わったࠊࡽ全員࡛行動

計画㸦役割㸧を確認ࡿࡍ 

 

＜対策本部↝活動計画＞ 

 

ձ居住者のᏳ否情報の集約対応 

 

ղ敷地࣭建物࣭設備の被害情報の集約 

 

ճ市役所等の連絡 

 

մ社会全体の被害状況の把握 

 

յ居住者のṇࡋい情報の徹底 

 

ն居住者の要請࣭注意࣭指示 

≤≕－≕ 

＜各棟・フロア↝活動計画＞ 

 

ձ各棟・フロア防災箱を開ࠊࡁᏳ否確認

表を࣮࢚࣋ࣞタ࣮࣮ࣝ࣍掲示Ѝ記入 

 

ղ居住者の協力を得࡚各戸のᏳ否を確

認 Ѝ＜避難完了＞掲示   

   

ճ救助や支援ࡀ必要࡞住戸の応急対

応 

 

մ不在㸦留Ᏺ㸧住戸の確認 

 

յ建物等の被害状況の調査࣭確認  

 

ն本部の情報集約 

 

շ居住者へ↝要請・注意・指示事項の掲

示 
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≤≖－≔ 

役割分担表をࠊࡶ各人の役割を確

認ࠋ防災会員以外の居住者ࡶ協力を

要請ࡿࡍ 

 

＜本部要員↝構成＞ 

 

本部長 1 ྡ Ѝ        

副本部長㸦情報担当㸧1ྡ       

ྠ   㸦行動担当㸧1ྡ      

本部員       ○ྡ 

連絡員        

≤≖－≕ 

＜各棟要員↝構成＞ 

 

ձ棟部長࣭副部長  各棟各㸯ྡ 

Ϩ       ϩ       

Ϫ       ϫ       

 

力を得࡚各戸のᏳ否を確認 

Ѝ＜避難完了＞掲示   

   

ճ救助や支援ࡀ必要࡞住戸の応急対

応 

 

մ不在㸦留Ᏺ㸧住戸の確認 

 

յ建物等の被害状況の調査࣭確認 
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㸲．棟ู用指示書の内容メ࣮ࢪ 

  

 

≥ 

各棟↝防災箱を開ⅼ 

指示書により活動 

≥≔ 

棟↝安否確認表とフロア平面図と模造

紙を㸯階࣮࢚࣋ࣞタ࣮࣮ࣝ࣍貼ࡿ 

Ў 

各フロア↝安否確認表を貼ࡿ 

Ў 

各戸の状況の確認 

Ў 

確認࡛ࡁた住戸ࡣ＜避難完了＞を貼ࡿ 

Ў 

傷病者等を共助࣭支援ࡿࡍ 

Ў 

住戸ドア↝開錠等ࡣ本部協議 

Ў 

傷病者等↝処置ࡶ本部協議 

Ў 

フࣟᏳ否確認表記入 

≥≕ 

各フࣟの被害状況等をフࣟ平面図

又ࠊࡣ模造紙記入 

Ў 

各フࣟのᏳ否確認情報被害情報を 

㸯階の棟のᏳ否確認表模造紙 

記入ࡋ情報を集約 

Ў 

本部情報集約 
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㸳．指示書の付属図版等 

 

 

 

   

 

   

≦ 

指示書↝付属図版等 

≦≔ 

本部配置図 

≦≕ 

防災箱↝ 

収納品 

≦≖ 

本部用↝資機

材等と 

保管場所 

≦≗ 

居住者へ↝要

請・注意・指

示事項≋掲示

又↞配布物≌ 

≦≘ 

役割分担表 

≦≙ 

棟とフロア↝ 

安否確認表⅚

フロア平面図

等 



3
4
2

 

㸴
．

Ᏻ
否

確
認

࣎
࣮

ࢻ
 

 

 

ｻｼ月ｻｿ日࠰成ｼ帯

ᴗﾌｨᴉᴕᴛᴊᴔᴉ管理組合

ｻｾｺｻ ｻｾｺｼ ｻｾｺｽ ｻｾｺｾ ｻｾｺｿ ｻｾｺ帯 ｻｾｺ帰 ｻｾｺ8 ｻｾｺﾃ ｻｾｻｺ ｻｾｻｻ ｻｾｻｼ ｻｾｻｽ 平③CP策定委員会

ｻｾ žﾊᴷᴇﾁﾏ-ᴐでŴ状況を区分すǔŵ

ｻｽｺｻ ｻｽｺｼ ｻｽｺｽ ｻｽｺｾ ｻｽｺｿ ｻｽｺ帯 ｻｽｺ帰 ｻｽｺ8 ｻｽｺﾃ ｻｽｻｺ ｻｽｻｻ ｻｽｻｼ ｻｽｻｽ ｻｽｻｾ

ｻｽ ｻｽ ᴑᴶᴕᴜﾙ-ﾑ

ᴕｶᴊﾗᴋᴵ

ᴔᴶ

全員無事ですŵ

ｻｼｺｻ ｻｼｺｼ ｻｼｺｽ ｻｼｺｾ ｻｼｺｿ ｻｼｺ帯 ｻｼｺ帰 ｻｼｺ8 ｻｼｺﾃ ｻｼｻｺ ｻｼｻｻ ｻｼｻｼ ｻｼｻｽ ｻｼｻｾ ｻｼｻｿ ｻｼｻ帯 ｻｼｻ帰 ｻｼｻ8

ｻｼ ｻｼ ケガ人がおǓますŵ

ｻｻｺｻ ｻｻｺｼ ｻｻｺｽ ｻｻｺｾ ｻｻｺｿ ｻｻｺ帯 ｻｻｺ帰 ｻｻｺ8ｹ ｻｻｺﾃ ｻｻｻｺ ｻｻｻｻ ｻｻｻｼ ｻｻｻｽ ｻｻｻｾ ｻｻｻｿ ｻｻｻ帯 ｻｻｻ帰 ｻｻｻ8

ｻｻ ｻｻ ࠙宅困難者がおǓますŵ

ｻｺｺｻ ｻｺｺｼ ｻｺｺｽ ｻｺｺｾ ｻｺｺｿ ｻｺｺ帯 ｻｺｺ帰 ｻｺｺ8 ｻｺｺﾃ ｻｺｻｺ ｻｺｻｻ ｻｺｻｼ ｻｺｻｽ ｻｺｻｾ ｻｺｻｿ ｻｺｻ帯 ｻｺｻ帰 ｻｺｻ8

ｻｺ ｻｺ 避難所・˂に避難しましたŵ

ﾃｺｻ ﾃｺｼ ﾃｺｽ ﾃｺｾ ﾃｺｿ ﾃｺ帯 ﾃｺ帰 ﾃｺ8 ﾃｺﾃ ﾃｻｺ ﾃｻｻ ﾃｻｼ ﾃｻｽ ﾃｻｾ ﾃｻｿ ﾃｻ帯 ﾃｻ帰 ﾃｻ8

ﾃ ﾃ

8ｺｻ 8ｺｼ 8ｺｽ 8ｺｾ 8ｺｿ 8ｺ帯 8ｺ帰 8ｺ8 8ｺﾃ 8ｻｺ 8ｻｻ 8ｻｼ 8ｻｽ 8ｻｾ 8ｻｿ 8ｻ帯 8ｻ帰 8ｻ8 8ｻﾃ 8ｼｺ 8ｼｻ 8ｼｼ 8ｼｽ 8ｼｾ 8ｼｿ 8ｼ帯

8 8 8

帰ｺｻ 帰ｺｼ 帰ｺｽ 帰ｺｾ 帰ｺｿ 帰ｺ帯 帰ｺ帰 帰ｺ8 帰ｺﾃ 帰ｻｺ 帰ｻｻ 帰ｻｼ 帰ｻｽ 帰ｻｾ 帰ｻｿ 帰ｻ帯 帰ｻ帰 帰ｻ8 帰ｻﾃ 帰ｼｺ 帰ｼｻ 帰ｼｼ 帰ｼｽ 帰ｼｾ 帰ｼｿ 帰ｼ帯 帰ｼ帰

帰 帰 帰

帯ｺｻ 帯ｺｼ 帯ｺｽ 帯ｺｾ 帯ｺｿ 帯ｺ帯 帯ｺ帰 帯ｺ8 帯ｺﾃ 帯ｻｺ 帯ｻｻ 帯ｻｼ 帯ｻｽ 帯ｻｾ 帯ｻｿ 帯ｻ帯 帯ｻ帰 帯ｻ8 帯ｻﾃ 帯ｼｺ 帯ｼｻ 帯ｼｼ 帯ｼｽ 帯ｼｾ 帯ｼｿ 帯ｼ帯 帯ｼ帰

帯 帯 帯

ｿｺｻ ｿｺｼ ｿｺｽ ｿｺｾ ｿｺｿ ｿｺ帯 ｿｺ帰 ｿｺ8 ｿｺﾃ ｿｻｺ ｿｻｻ ｿｻｼ ｿｻｽ ｿｻｾ ｿｻｿ ｿｻ帯 ｿｻ帰 ｿｻ8 ｿｻﾃ ｿｼｺ ｿｼｻ ｿｼｼ ｿｼｽ ｿｼｾ ｿｼｿ ｿｼ帯 ｿｼ帰

ｿ ｿ ｿ

ｾｺｻ ｾｺｼ ｾｺｽ ｾｺｾ ｾｺｿ ｾｺ帯 ｾｺ帰 ｾｺ8 ｾｺﾃ ｾｻｺ ｾｻｻ ｾｻｼ ｾｻｽ ｾｻｾ ｾｻｿ ｾｻ帯 ｾｻ帰 ｾｻ8 ｾｻﾃ ｾｼｺ ｾｼｻ ｾｼｼ ｾｼｽ ｾｼｾ ｾｼｿ ｾｼ帯 ｾｼ帰

ｾ ｾ ｾ

ｽｺｻ ｽｺｼ ｽｺｽ ｽｺｾ ｽｺｿ ｽｺ帯 ｽｺ帰 ｽｺ8 ｽｺﾃ ｽｻｺ ｽｻｻ ｽｻｼ ｽｻｽ ｽｻｾ ｽｻｿ ｽｻ帯 ｽｻ帰 ｽｻ8 ｽｻﾃ ｽｼｺ ｽｼｻ ｽｼｼ ｽｼｽ ｽｼｾ ｽｼｿ ｽｼ帯 ｽｼ帰

ｽ ｽ ｽ

ｼｺｻ ｼｺｼ ｼｺｽ ｼｺｾ ｼｺｿ ｼｺ帯 ｼｺ帰 ｼｺ8 ｼｺﾃ ｼｻｺ ｼｻｻ ｼｻｼ ｼｻｽ ｼｻｾ ｼｻｿ ｼｻ帯 ｼｻ帰 ｼｻ8 ｼｻﾃ ｼｼｺ ｼｼｻ ｼｼｼ ｼｼｽ ｼｼｾ ｼｼｿ ｼｼ帯 ｼｼ帰

ｼ ｼ ｼ

ｻｺｻ ｻｺｼ ｻｺｽ ｻｺｾ ｻｺｿ ｻｺ帯 ｻｺ帰 ｻｺ8 ｻｺﾃ ｻｻｺ ｻｻｻ ｻｻｼ ｻｻｽ ｻｻｾ ｻｻｿ ｻｻ帯 ｻｻ帰 ｻｻ8 ｻｻﾃ ｻｼｺ ｻｼｻ ｻｼｼ

管理室 清掃室 ｻ ｻ ｻ

ᴓﾌᴶᴌᴵᴜﾗ

ᴵᴕ

EVĬ EVĭ EVĮ EVį EVİ EVı

ｲ敬称略ｳ ｲ敬称略ｳ ｲ敬称略ｳ ｲ敬称略ｳ

部屋 部屋 部屋 部屋

ｻ班 ｻｺｻ～ｾｺ8 ｾ班 ｻｺ帰～ｽｻ8 ｻｻ帰・ ｻｻ班 ｻｼｻ～8ｼ帯

ｼ班 ｿｺｻ～8ｺ8 ｿ班 ｾｺﾃ～帯ｻ8

ｽ班 ﾃｺｻ～ｻｾｺｽ 帯班 帰ｺﾃ～ﾃｻｿ ｻｺ班 ｻｻ8～8ｼｾ

帰班 ｻｺｺ帯～ｻｼｻｿ

8班 ｻｽｺｾ～ｻｾｻｽ

様式ųｻ-ｻｳ

情報班

žﾌᴈᴕᴜᴒ-ᴕᴜſ・ｲA棟ｳ žᴖｶᴵᴜᴶᴒ-ᴕᴜſ・ｲB棟ｳ

žᴓᴈᴜᴶᴒ-ᴕᴜſ・ｲC棟ｳ

Ẑｿﾌｨ῞Ὺ῟ｼ῞棟別幹事ẑ及びẐ安否確認Ώ-ẑ

班Ӹ

棟別班長

担当部屋年o, 班Ӹ 担当部屋年o,

棟別班長

氏Ӹ氏Ӹ

ﾌﾛᴵᴜ

班Ӹ

ｼｻﾃ～ｻｽｻｾ

ﾃ班

žﾌｫ-ᴕᴒ-ᴕᴜſ・ｲD棟ｳ

担当部屋年o,

棟別班長

氏Ӹ

棟別班長

担当部屋年o,

氏Ӹ

班Ӹ

取り扱い注意
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㸵
．

Ᏻ
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確
認
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ࢺ
 

 

 

 
 

ᴗﾌｨᴉᴕᴛᴊᴔᴉ管理組合

1 班 1～4 階

Ĭ 部屋 年o, ｻｺｻ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｻｺｼ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｻｺｽ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｻｺｾ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｻｺｿ 号室

ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ

ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人

在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女

ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女

ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女

学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女

その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女

✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女

✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女

✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女

✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女

伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶

言 ➋ 言 ➋ 言 ➋ 言 ➋ 言 ➋

欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸

Ĭ 部屋 年o, ｻｺ帯 号室 Ĭ 部屋 年o, ｼｺｻ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｼｺｼ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｼｺｽ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｼｺｾ 号室

ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ

ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人

在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女

ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女

ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女

学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女

その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女

✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女

✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女

✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女

✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女

伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶

言 ➋ 言 ➋ 言 ➋ 言 ➋ 言 ➋

欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸

Ĭ 部屋 年o, ｼｺｿ 号室 Ĭ 部屋 年o, ｼｺ帯 号室 Ĭ 部屋 年o, ｼｺ帰 号室 Ĭ 部屋 年o, ｼｺ8 号室 Ĭ 部屋 年o, ｽｺｻ 号室

ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ ĭ 世࠘主氏Ӹ

ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人 ӷ居総数 人

在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女 在宅者 人 男・女

ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女 ᝰい物 人 男・女

ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女 ˁ事 人 男・女

学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女 学校 人 男・女

その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女 その˂ 人 男・女

✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女 ✱出血 人 男・女

✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女 ✱骨折 人 男・女

✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女 ✱火傷 人 男・女

✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女 ✱そ䛾他 人 男・女

伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶ 伝 ❶

言 ➋ 言 ➋ 言 ➋ 言 ➋ 言 ➋

欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸ 欄 ❸

Ⅴ全戸・安否確認ﾘ⊾ﾄⅥ

ﾌ-ｽﾄｺ-ｽﾄ 班構成 101～301部屋No, 班構成階数

į ケガ人報告į ケガ人報告

居住者数

į ケガ人報告 į ケガ人報告 į ケガ人報告

Į 居住者数 Į 居住者数 Į

Į

Į 居住者数

į ケガ人報告

Į 居住者数

į ケガ人報告

Į 居住者数

Į 居住者数

į ケガ人報告

Į 居住者数

į ケガ人報告

Į 居住者数

居住者数

į ケガ人報告 į ケガ人報告 į ケガ人報告

Į 居住者数 Į 居住者数 Į

様式ųｼ

居住者数

į ケガ人報告

Į 居住者数

ケガ人報告į

Į 居住者数

į ケガ人報告

平③CP策定委員会

情報班
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㸶．施設のᏳ全点検のたࡵの࢙ࢳックࣜスࢺ㸦例㸧 

点検㡯目 点検内容 

ุ定 

㸦ヱ

当㸧 

ヱ当ࡿࡍ場合の 

対処࣭応急対応等 

施設全体 

1 
建物㸦傾斜࣭

ỿୗ㸧 

傾い࡚いࠋࡿỿୗ࡚ࡋいࠋࡿ  建物を退去 

傾い࡚いࡿよう感ࠋࡿࡌ 
 要注意 

→専門家䜈詳細診断を要請

2 
建物㸦倒壊危

険性㸧 

大࡞ࡁX字状のࡧࡦ割ࡀࢀ多数あࢥࠊࡾンク࣮ࣜ

ࠋࡿい࡚ࡋ露出ࡾ࡞かࡀ鉄筋ࠊくࡋ著ࡶの剥落ࢺ

壁の向こう側ࡀ透け࡚見えࠋࡿ 

 

建物を退去 

斜ࡵやX字形のࡧࡦ割ࡀࢀあࢥࠊࡀࡿンク࣮ࣜࢺ

の剥落ࡣわࡎか࡛あࠋࡿ 

 要注意 

→専門家䜈詳細診断を要請

3 
隣接建築物࣭

周辺地盤 

隣接建築物や鉄塔等ࡀ施設の方向傾い࡚いࠋࡿ  建物を退去 

周辺地盤ࡀ大ࡁく陥没またࡣ隆起࡚ࡋいࠋࡿ  建物を退去 

隣接建築物の損傷や周辺地盤の地割ࡀࢀあࠊࡀࡿ

施設の影響࡞ࡣい考えࠋࡿࢀࡽ 

 要注意 

→専門家䜈詳細診断を要請

施設内部㸦居室࣭通路等㸧 

1 床 
傾い࡚いࠊࡿまたࡣ陥没࡚ࡋいࠋࡿ  立入禁Ṇ 

フࣟ等ࠊ床材損傷ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ  要注意/要修理 

2 壁࣭天井材 

間仕ษࡾ壁損傷ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ  要注意/要修理 

天井材ࡀ落ୗ࡚ࡋいࠋࡿ  立入禁Ṇ 

天井材のࡀࣞࢬ見ࠋࡿࢀࡽ 
 要注意 

→専門家䜈詳細診断を要請

3 廊ୗ࣭階段 

大࡞ࡁX字状のࡧࡦ割ࡀࢀ多数あࢥࠊࡾンク࣮ࣜ

ࠋࡿい࡚ࡋ露出ࡾ࡞かࡀ鉄筋ࠊくࡋ著ࡶの剥落ࢺ

壁の向こう側ࡀ透け࡚見えࠋࡿ 

 

立入禁Ṇ 

斜ࡵやX字形のࡧࡦ割ࡀࢀあࢥࠊࡀࡿンク࣮ࣜࢺ

の剥落ࡣわࡎか࡛あࠋࡿ 

 点検⥅⥆ 

→専門家䜈詳細診断を要請

 要注意/要修理  ࠋࡿい࡚ࡋ変形ࡣまたࠊࡿい࡚ࢀ外ࡀࢻ ࢻ 4

5 
窓枠࣭窓࢞ラ

ス 

窓枠ࡀ外࡚ࢀいࠊࡿまたࡣ変形࡚ࡋいࠋࡿ  要注意/要修理 

窓ࡀ割࡚ࢀいࠊࡿまたࡀࡧࡦࡣあࠋࡿ  要注意/要修理 

6 
照明器具࣭吊

 器具ࡾ

照明器具࣭吊ࡾ器具ࡀ落ୗ࡚ࡋいࠋࡿ  要注意/要修理 

照明器具࣭吊ࡾ器具のࡀࣞࢬ見ࠋࡿࢀࡽ  要注意/要修理 

7 什器等 
什器㸦家具㸧等ࡀ転倒࡚ࡋいࠋࡿ  要注意/要修理/要固定 

書類等ࡀ散乱࡚ࡋいࠋࡿ  要注意/要復旧 

設備等 

1 電力 

外部かࡽの電力供給ࡀ停Ṇ࡚ࡋいࠋࡿ㸦商用電源

の途絶㸧 

 

代᭰手段䛾確保/要復旧 

→䠄例䠅非常用電源を稼働 照明ࡀ消え࡚いࠋࡿ  

空調ࡀ停Ṇ࡚ࡋいࠋࡿ  

 タ࣮࢚࣋ࣞ 2

停Ṇ࡚ࡋいࠋࡿ  要復旧 

→䝯ン䝔䝘ン䝇業者に連絡 警報ラン࣮ࢨࣈࠊࣉ点灯ࠊ鳴動࡚ࡋいࠋࡿ  

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡵ込ࡌ閉ࡀ人内ࢦ࢝
 →䝯ン䝔䝘ン䝇業者ま䛯䛿消

防機関に連絡 

3 ୖ水道 停Ṇ࡚ࡋいࠋࡿ 
 代᭰手段䛾確保/要復旧 

→(例䠅備蓄品䛾利用 

4 
ୗ水道࣭ࢺ

ࣞ 
水ࡀ流࡞ࢀい㸦溢࡚ࢀいࡿ㸧ࠋ 

 使用中Ṇ/代᭰手段䛾確保/

要復旧  

→䠄例䠅災害用䝖䜲䝺䛾利用 

 ス࢞ 5
異臭ࠊ異音ࠊ煙ࡀ発生࡚ࡋいࠋࡿ  立入禁Ṇ/要復旧 

停Ṇ࡚ࡋいࠋࡿ  要復旧 

6 通信࣭電ヰ 停Ṇ࡚ࡋいࠋࡿ 

 代᭰手段䛾確保/要復旧 

→䠄例䠅衛星携ᖏ電ヰ䚸無線

機䛾利用 
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7 消防用設備等 故障࣭損傷࡚ࡋいࡿ 
 代᭰手段䛾確保/要復旧 

→消防設備業者に連絡 

 ュࣜテ࢟ࢭ

1 
防火シࣕッタ

࣮ 
閉鎖࡚ࡋいࠋࡿ 

 
要復旧 

2 
非常階段࣭非

常用出口 
閉鎖࡚ࡋいࡿ㸦通行不可࡛あࡿ㸧ࠋ 

 要復旧 

→復旧䛷䛝䛺い場合䚸立入禁

Ṇ 

3 
入退室࣭施錠

管理 
 ࠋい࡞い࡚ࡋ機能ࡀュࣜテ࢟ࢭ

 要復旧/要警備員配置 

→外部者侵入に要注意 䠄状

況に䜘䜚立入禁Ṇ䠅 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よこࡍか海辺ニュ࣮タウン 

ソフステシ 

地区防災計画 

ᖹ成 㻞㻣 年 㻟 月 

ソフステシ自主防災会 

＜策定協力＞ 

ソフステシ MLCP 策定委員会 

一般社団法人マンションラフ⥅⥆支援協会 

㸦MALCA㸧 

 

※ 本計画書のࠊ無断使用࣭転載࣭複写を固く禁ࡌまࠋࡍ 
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